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【目的 】食道扁 平上皮癌にお い て 接着因 子 E−cadherin
の 発現減弱 は リ ン パ 節転移 に 関連す る こ と が 知 られ

て い る。近年、E−cadherin の 発現 を負 に 制御す る転

写 因子 Slugが Snail　familyの 1 つ と して 報告 され た。

今回 、食道 癌切 除標本 に お ける E−cadhcrin 、　 Slug の

発現 と臨床 病理学的意義 につ い て 検討 した 。【対象 ・

方法】当科 で 切除 された食道扁平 ヒ皮癌 203 症例を

対象と し、切除標本 を用 い た E−cadherin と Slug の 免

疫組織 染色 を ABC 法 で 施 行 し た。　E−cadherin 発現 の

判定 は 癌細胞 の 発現強度 と食道正 常上 皮 の 発現 を比

較 し、同 等 あ る い は それ以 上 の もの を Preserved、減

弱例 を Reducedと した。　Slug の 発現 は 10％ 以 上 を 陽

性 、10％ 未 満 を 陰 性 と し た u 【結 果 】203 例 中
E −cadherin 減 弱例 は 57％ （1151203 例）、　Slug 陽性 例 は

48％ （98t203例）に 認 め ら れ た。　 E−cadherin 　preserved
で Slug陰性 の 症例 は、57 例 （54．3％ ）、

一
方 E−cadherin

reduced で Slug 陽性 の 症 例 は 、67 例 （68，4％）。
E−cadherin 　reduced 症例、　Slug 陽性症例 は有意に 予後

の 不 良 で あ っ た（P ニ0，005，0．014 ）。E−cadherin と Slug
の 発現 の 組合 せ で は 、E−cadherin 　preserved症 例 の 中

で 、Slug 陰性例 は 陽性例に 比 較 して 優位に 予 後が不

良で あ っ た （P ＝0．035）。
【結語 】E−cadherin 発 現 だ け で な く、E−cadherin 発現

と組 み合わ せ る こ と に よ り食道癌 の 悪性度 予測 に有

用 と考え られ た。

（背景） こ れ まで 食道癌 の DNA ア レ イ に よ る遺伝

子 の 解析 に お い て 諸臓器癌組織 に お ける発 現 と臨床

像とに 強 い 関連性 を示す とい われ る MMPfamily の

メ ム バ ーで あ る matrix 　metalloproteinasc −7（matrilysin ）

が 了
・
後 不 良例 に 発 現す る 成績 を発表 し て きた ．今回、

食道癌 の 病理形態像 にお ける リン パ 節転移 の 分 子生

物学的危険因子 と し て matrilysin の 関 与 の 可能性 に

つ い て 検討 し、同時 に リン パ 節転移 と 臨床病理 学的

考察も行 っ た。
（方法 と結果）前治療 な く扁 平．ヒ皮 癌 と診 断 さ れ た

切 除例 か ら sm 癌 217 例、　 m 癌 57 例 を対象と した。
腫瘍最深先進部位 にお ける matrilysin の 発現 をモ ノ

ク ロ ナ
ー

ル 抗体 に よ る免疫染色 を 用 い て 検索 し、各

種臨床病理学的 因了
・（年令，性別 局 在腫 瘍径，肉眼型，

分化度，深 達度 ，INTF，ly，v，sm 進展部分 の 腫瘍 の 大 き さ，
組織異型度，簇出 の 有無）と と もに リ ン パ 節転移 と の

相関性 を検討 し た。sm1 が 30 例，sm2114 例，sm373

例 にっ い て は、リン パ 節転移陽性が 86 例陰 性 が 131
例 で 5 年 生 存率 は 55％ β0％ と有意 の 差が み られ た。
ly因 子陽性 は n （＋）群対 n （一）群で 43 ：26 と有意 の 差 で

相 関が 認 め られ た が v 因子 で は そ の 差は 明 らか なも

の で は な か っ た。腫 瘍先進部 に お け る matilysin の 発

現率は深達度が増すほ ど増加 し，n（＋）群 に 55，8％，n （一）
群 に 30．7％ と有意の 差が み られ た 。 m 癌 57 例 は EMR
に よ る 切 除に よ る も の で 、い ず れ も m3 の 深 達で あ

り、matrilysin の 発現は す べ て陰性 で あ っ た。

（結果 の ま と め）ly深 達度 ，簇出 の 有無，sm 浸潤部分

の 腫 瘍 の 大 き さ，matrilysin の 発現 の 有無 に 関連性 が

あ る こ と が判明 し matrilysin の 発 現 の 有無を検索す

る こ と に よ り リ ン パ 節転移 の 危 険性 を f・知 で きる可

能性 が 示 唆 され た 。
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